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口
ノ
津

港

改

修

工

事
関
係

資

料

今

津

健

治

長

崎

県

島

原

半

島

の

突

端

に
存

在

す

る
口

ノ
津

港

が

石

炭

の
輸

出

港

と

し

て

注
目

さ

れ

る

よ
う

に

な

っ
た

の

は
、

当

時

工

部

省

の
経

営

の

も

と

に
採

掘

さ

れ

て

い

た

三

池

炭

が

三

井

物

産

の
手

に

よ

っ
て

、

上

海

を

は

じ

め

と

す

る
中

国
市

場

に
輸

出

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ
た
明

治

九

年

(
一
八

七

六
年

)

以

降

の

こ

と

で

あ

ろ

う
。
口

ノ
津

港

が

石

炭

輸

出

港

に

指

定

さ

れ

、

長

崎

税

関

所

管

の

取
締

所

が
設

置

さ

れ

た

の

は

明

治

十

一
年

(
一
八

七

八
年

)

五
月

で

あ

っ
た

(
『
長

崎

税

関

沿

革

史

(
続

)

』
五

頁

)

。

ま

た

同

月

一
日

に

は

三

井

物

産

も
口

之

津

出

張

誘

・。・
設

緯

し

た

(
『
三

井

物

産

小

史

』

一
二
四

頁

)

。
口

ノ
津

港

で

は

桟

橋

の
整

備

が

進

み

そ

れ

ま

で
艀

船

を

用

い

て
本

船

に
石

炭

を
積

込

ん

で

い

た

の
が

、

同

年

十

一
月

二
十

九

日

よ

り

直

接

本

船

に

積

込

め

る

よ

う

に

な

っ
た

(
『
工

部

省

沿

革

報

告

』

一
〇

九

頁

)

。

さ

ら

に

航

路

の
安

全

の

た

め

に
六

等

灯

台

が

設

置

さ

れ
点

灯

を
開

始

し

た

の

は

明

治

十

三

年

(
一
八

八

〇

年

)

五
月

十

日

で
あ

る

(
同

書

二

六

八

頁

)

。

其

の

後
口
ノ
津

港

を
経

由

し

て
石

炭

の
輸

出

が

次

第

に
盛

大

に
向

う

様

は
『
三

池

鉱

山

年

報

』

(
三

井
鉱

山

株

式

会

辻

蔵

)

あ

る

い

は
『
創
業
八
十
年
史
i

三
井
船
舶
株
式
会
社

』
、
佐

々
木
誠
治
著

『
日
本
海

運
業

の
近
代
化
』
等
に
詳
し
い
。

次
に
掲
げ
る
資
料
は
明
治

二
十
四
年
口

ノ
津
港

の
竣
諜
を
計
画
し
た
村
当
局

の
長
崎
県
知
事
宛

の
願
書
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
当
時
南
高
来
郡
長
を
し
て
い
た

金
井
俊
行
の
副
申

(資
料

一
)
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
い
ず

れ
も
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
所
蔵

(元
山
文
庫
)
の
も
の
で
あ
る
。
同

文

庫

に

は

こ

の
他

に

も
当

時

の
口

ノ
津

港

に
関

す

る
資

料

と

し

て

「
肥
前

口
之

津

港

湾

図

」

(
明

治

二
十

年

当

時

の

同

湾

内

の
水

深

を
詳

細

に
示

し

た
も

の
)

「
長

崎

税

関

出

張

所

記

録

」

(
明

治

二
十

年
口

ノ
津

税

関

取

締

所

の

記

録
)

の

二

つ
が

あ

る

。

前

者

は

と

く

に
貴

重

な

記

録

で

あ

る
。

こ

の
村

当

局

か

ら
提

出

さ

れ

た
計

画

が

ど

の

よ
う

に

処

置

さ

れ

た

か
、

あ

る

い
は

そ

れ

が

当

を

得

た

も

の

で

あ

っ
た

か
否

か

に

つ

い
て

は
今

後

検

討

す

る

こ

と

に
し

て
、

ま

ず
資

料

の

み
紹

介

す

る

こ
と

に

し

た
。

な

お

『
明

治

工

業

史

・

土

木

篇

』
、

広

井
勇

著

『
日

本

築

港

史

』
等

に

は
口

ノ
津

港

構

築

に
関

す

る

記

録

は

全

く

見

当

ら

な

い
。

ま

た

明
治

二
十

二
以

降

の
口

ノ
津

港

の
石

炭

輸

出

量

、

船

舶

入

出

港

状

況
等

は

『
大

日
本

外

国

貿

易

年

表

』
に

よ

っ
て
知

る

こ
と

が

で

き
、

当

時

の
村

当

局

の
計

画

と

の

差

異

も

明

ら

か

に

す

る

こ
と

が

で

き

る

の

で

あ

る

が

、

こ

れ

は

次

の
機

会

に
譲

る

こ
と

に

し

よ

う
。

資

料

一

口
之
津

港

凌

疏

及

入
津

料

徴

収

願

副

申

郡

下
口

ノ
津

村

長

伊

東

祐

保

ヨ
リ
口

之

津

港

俊

疏

願

及

入
津

料

徴

収
願

村

会

ノ
決

議

ヲ
代

表

シ
別

紙

ノ
通
差

出

候

二
付

篤

ト

取

調

候

処

願

面

へ
述

フ

ル

カ
如

ク
口

之

津

港

ハ
天

然

ノ
良

港

ニ

シ

テ
従

来

船

舶

ノ
出

入

少

カ

ラ

ス
殊

二
現

今

ハ

特

別

輸

出

港

二
列

セ

ラ

レ
常

二
内

外

ノ
船

舶

輻

湊

シ
重

二
石

炭

輸

出

ノ
場

所

ト

相
成

居

候

処

海

底

次

第

二
濃

泥

ヲ
停

滞

シ

年

ヲ
逐

フ
テ
埋

堆

候

二
付

西

洋

形

大



船
ノ
如
キ
ハ
碇
泊
頗

ル
困
難
ヲ
極

メ
多
ク
ハ
港
外

二
投
錨
シ
テ
石
炭

ノ
積
移
ヲ

為

ス
カ
如
キ
有
様

二
立
至
リ
居
申
候
就
テ
ハ
之
力
俊
疏
ヲ
為

ス
ハ
現
今
該
港
二

取
リ
尤
必
要

ノ
工
事
ト
相
認
申
候
然
ル
処
工
費
実

二
設
計
書

ノ
通
リ
殆

ン
ト
弐

拾
万
円
ノ
巨
額

二
達

シ
到
底
村
力

ノ
耐

へ
得

ヘ
キ
所
二
無
之
候
得
者
之
力
償
却

ノ
方
法
ヲ
設
ケ
入
港
船
舶

二
対
シ
入
津
料
ヲ
徴
収
ス
ル
ハ
事
情
不
得
已
儀
ト
相

認

メ
申
候
又
之
ヲ
微
収

ス
ル
モ
該

港
将
来

ノ
盛
衰

二
対
シ
格
別

ノ
影
響

ヲ
及
ヌ

ヘ
キ
程

ノ
差
支

ハ
有
之
間
数
ト
相
見
込
候
間
願
意
特
二
御
許
可
相
成
候
様
致
度

此
段
副
申
候
也

明
治
廿
四
年
十

一
月
十
七
日
南
高
来
郡
長

金

井

俊

行

官
印

長
崎
県
知
事

中
野
健
明

殿

資
料

二

船
舶
入
津
料
取
立
願

一
、
西
洋
形
汽
帆
船

登
簿
噸
数

二
応
シ
入
港
之
都
度

一
噸

二
付

金
壱
銭

一
、
日
本
形
船
五
十
石
積
以
上

載
積
石
数
二
応
シ
入
港
之
都
度
十
石
二
付

金
壱
銭
五
厘

右
者
長
崎
県
下
肥
前
国
南
高
来
郡
口
之
津
港
凌
疏
工
事
及
砂
防
池
築
造
市
街
地

海
岸
修
築
工
事
之
儀

二
付
別
紙
之

通
リ
出
願
仕
候

二
就
テ
ハ
該
工
事
補
充
費
ト

シ
テ
来
ル
明
治
廿
五
年

ヨ
リ
向

フ
四
十
四
年

マ
テ
満

二
十
ケ
年
間

二
当
港
二
出

入
ス
ル
船
舶

二
対
シ
前
記
之
通
リ
入
津
料
ヲ
取
立
候
様
仕
度
奉
存
候
条
御
差
支

ノ
筋
モ
無
之
候
半
者
御
許
可
被
仰
付
候
様
御
執
奏
被
成
下
度
別
紙
相
添
当
村
会

之
議
決

ヲ
代
表
シ
此
段
奉
願
候
也

明
治
廿
四
年
十

一
月

長
崎
県

南
高
来
郡
口
之
津
村
長

伊
東
祐
保

長
崎
県
知
事

中
野
健
明

殿

資
料
三

口
之
津
港
出
入
船
舶
噸
石
数
及
ヒ
入
津
料
概
調

(年
額
)

一
、
西
洋
形
汽
船

弐
百
艘

(廿

一
年
ヨ
リ
廿
三
年

マ
テ
三
ケ
年
間
平
均
数

以
下
之

二
倣

フ
)

此

噸

数

三
十
六
万
噸

此
入
津

料

三
千
六
百
円

但
壱
噸
二
付
金
壱
銭
宛

一
、
同
上
帆
船

四
拾
艘

此

噸

数

弐
万
五
千
噸

此
入
津

料

弐
百
五
十
円

但
同
上

一
、
日
本
形
船
五
十
石
積
以
上

壱
万
艘

此

石

数

二
百
万
石

此
入
津

料

四
千
五
百
円

但
十
右

二
付
金
壱
銭
五
厘
宛

入
津
料
金
惣
計
八
千
三
百
五
十
円

資
料
四

口
之
津
港
凌
疏
願

長
崎
県
下
肥
前
国
南
高
来
郡
口
之
津
港
之
儀

ハ
四
山
囲
饒
港
内
広
闊
又
タ
積

水
深
渕
ニ
シ
テ
古
来
船
舶
碇
繋

二
適

シ
天
然
之
良
港

二
有
之
候
処
北
涯
二
河
流

ア
リ
テ
常

二
土
砂

ヲ
流

薄
シ
港
心
ヲ
埋
没
ス
ル
ニ
因
リ
曽

テ
砂
防

ノ
為
メ
往
々

数
ケ
所
之
新
地
ヲ
築
設
シ
タ
リ
シ
ガ
全
ク
湾
内
之
幅
員

ヲ
狭
少

ニ
シ
随
テ
潮
流

ヲ
阻
隔
シ
洪
泥
ヲ
停
滞
セ
シ
ム
ル
ノ
原
因
ト
相
成
リ
今
更
遺
憾
之
至
リ
二
堪

ヱ

ズ
目
下
小
船
日
本
形
ノ
如
キ
ハ
敢

テ
支
障
ヲ
感

ス
ル
コ
ト
ナ
キ
モ
西
洋
形
大
舶

二
至
テ
ハ
困
却
甚
タ
少
カ
ラ
ズ
若

シ
此
儘
二
放
棄

シ
去
ラ
バ
恐
ク
数
年
ヲ
出
ズ

シ
テ
防
ク
ベ
カ
ラ
サ
ル
ノ
域

二
陥
ラ
ン
ト
頻
リ
ニ
俊
疏
ノ
企
ヲ
為
ヌ
コ
ト
弦
二

年
ア
リ
ト
錐
モ
時
機
未
タ
至
ラ
ズ
徒
ラ
ニ
塵
介
等

ノ
取
締
ヲ
厳

ニ
シ
荏
薄
罷
在

候
央
嚢
キ
ニ
特
別
輸
出
九
港

ノ

一
二
加

ヘ
ラ
レ
出
入
船
舶

ハ
益
ゝ
頻
繁

二
趣
ク



ノ
折
柄
何
分
其
儘

二
難
差
置
然
ル

二
過

ル
廿

一
年
中
三
池
礦
山

局

二
於

テ
之
レ

カ
凌
堀
ヲ
試

ミ
ラ
レ
シ
ニ
其
坪
数
僅
カ
ニ
五
千

二
内
外

シ
テ
大

二
其
功

ヲ
暁

ル

コ
ト
ヲ
得
タ
リ
愛

二
於
テ
之

レ
カ
継
続
ヲ
乞
望
シ
居
リ
シ
二
俄
然
該
局

ノ
引
払

ト
ナ
リ
遺
憾
措
ク
能
ハ
ズ
爾
来
何
卒
法
ヲ
設
ケ
之

レ
ニ
倣

ハ
ン
ト
欲
ス
レ
ト
モ

一
時

二
挙
行

セ
ン
ニ
ハ
村
力
薄
弱
其
計
画
ト
負
担
ト

ニ
堪

ヘ
ズ
候
二
付
当
春
来

本
県
技
師
吉
村
長
策
氏
之
測
量
図
井
工
事
設
計
書
二
基
キ
来
ル
明
治
廿
五
年

ヨ

リ
向

二
十
ケ
年
間
凌
疏
工
事
ヲ
継
続
シ
且
ツ
北
涯
ノ
河
流

二
砂
防
池

ヲ
築
造
シ

市
街
地
海
岸

ヲ
修
築
シ
テ
泥
砂
ノ
湾
内

二
注
射

ス
ル
ヲ
除
ク

ハ
目
下
緊
急
之
事

業
ト
奉
存
候
丈
モ
砂
防
池
井
海
岸
修
築
工
事

ハ
凌
疏
工
二
相
伴
ヒ
当
初
五
ケ
年

間

二
俊
工
ス
ル
ノ
目
的

二
候
条
御
差
支
之
筋
モ
無
之
候
半
者
御
許
可
被
仰
付
候

様
御
執
奏
被
成
下
度
別

紙
側
量
図
面
丼
工
事
設
計
書
類
添
属
本
村
会
之
議
決

ヲ

代
表
シ
此
段
奉
願
候
也

明
治
廿
四
年
十

一
月
長
崎
県
南
高
来
郡
[
[之
津
村
長

伊
東
祐
保

長
崎
県
知
事

中
野
健
明

殿

資
料

五

南
高
木
郡
口

ノ
津
港
凌
疏
工
事
設
計
書

南
高
来
郡
口

ノ
津
港

ハ
往
古
港
湾

ノ
区
域
広
闊

ニ
シ
テ
天
然
ノ
良
港

ナ
リ
シ

バ
疑

フ
可
ラ
ス
ト
錐
ト
モ
近
世
数

ケ
所
ノ
新
田
ヲ
築
キ
タ
ル
為
メ
港
湾

ノ
水
面

其
過
半

ヲ
失
ヒ
現
今

二
至
リ
テ
ハ
風
波

ノ
際
船
舶

ノ
碇
繋
二
適
ス
ル
部
分

ハ
字

戒
鼻
以
内

ニ
シ
テ
巾
弐
百
七
拾
間
長
六
百
間

ノ
満
潮
面
積

ヲ
有
ス
ル
ノ
ミ
其
部

分
ト
錐
ト
モ
沿
岸
新
田
其
他
該
港

二
注
入
ス
ル
諸
水
路

ヨ
リ
放
流
ス
ル
土
砂
堆

積
シ
テ
過
半
バ
海
底
露
出
シ
又
ハ
露
出
セ
サ
ル
モ
水
深
僅
カ
ニ
数
尺

二
過
キ
ス

因
テ
該
港

二
来
舶
ス
ル
運
炭
汽
船

ノ
小
ナ
ル
モ
ノ
ト
錐
ト
モ
投
錨

シ
得
ル
区
域

ハ
実

二
巾
弐
百
間
長
サ
三
百
間
即
六
万
坪
ノ
狭
小
ナ
ル
局
部

二
止

マ
レ
リ
然

ル

二
現
今
該
港

二
於

テ
三
池
産
石
炭

ヲ
塔
載

ス
ル
汽
船

ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
ハ
載
積
三

千
噸
以
上
ニ
シ
テ
二
十
四
尺

ノ
吃
水
深
ヲ
有
ス
此
大
船
ヲ
シ
テ
運
用
自
由
ナ
ラ

シ
ム
ル
ニ
ハ
少
ナ
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